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出題の意図 

 

「国語」 

 

 

 各学部・学科の試験科目については、入学試験要項等を参照してください。 

 出題の意図に関する質問や問合せには一切回答いたしません。 

 

 

 

  



出題の意図 

 

試験日 2026年 2月 3日 

教科・科目名 国語 

 

一 大問一では、現代文の長文問題を出題しています。大学の授業では様々な専門領域と

かかわる論述を正確に読解することが求められるため、約 3,000字の評論文を用いて

設問しています。各問は、論理的に考える力および漢字や文学史の基本的な知識を身

につけているかを確認することを目的としています。 

二 大問二では、古文の問題を出題しています。大学では各学科の専門分野において古典

に関わる文献を使用することがあるため、約 1,000 字の古文を用いて設問していま

す。各問は、基礎的な読解力および高校で学習する基本的な文法や語彙の知識を身に

つけているかを確認することを目的としています。 

 

  



出題の意図 

 

試験日 2026年 2月 4日 

教科・科目名 国語 

 

一 大問一では、大学で使用する専門的な学術論文を正確に理解する力が備わってい

るかを確認するため、3,500字程度の長文問題を出題しています。各問は、大学の

授業で論文等を読解・作成するために必要な力や基本的な漢字の知識を測ること

を目的として設定しています。 

 

 

二 大問二では、各学科の専門分野において古典的な文献を使用した研究を行うこと

があるため、古典文献の基礎的な読解力が備わっているか確認するために出題し

ています。各問は、高校における古文の学習を通じ、基礎的な読解力を習得して

いるかを測る目的で設定しています。 

 

 

 

  



出題の意図 

 

試験日 2026年 2月 5日 

教科・科目名 国語 

 

一 大問一では、大学の授業で必要な専門的な論文を理解するための現代文の国語力

が備わっているかを確認するため、3,000 字程度の長文問題を出題しています。

各問は、大学在学時代にレポート・論文を作成するために必要な資料を解読する

力や、基礎的な漢字の知識があることを確認する目的でこの設問を設定していま

す。 

二 大問二では、各学部・学科の専門科目やその他の場面において古典に関わる文献

を使用した学習を行う可能性があるため、古典文献の基礎的な読解力が備わって

いるかを確認する目的で出題しています。具体的には、基礎的な読解力を高校に

おける古文の学習を通じて習得しているかを確認しています。 

 



出題の意図 

 

試験日 2026年 2月 6日 

教科・科目名 国語 

 

一 大問一では、大学で使用する専門的な学術論文を正確に理解する力を確認するた

め、3,000字程度の長文問題を出題しています。各問は、大学在学時代に論文等を

作成するために必要な読解力や基本的な漢字の知識を測る目的でこの設問を設定

しています。 

二 大問二では、各学部・学科の専門科目やその他の場面において古典に関わる文献

を使用した学習を行う可能性があるため、古典文献の基礎的な読解力が備わって

いるかを確認する目的で出題しています。具体的には、基礎的な読解力を高校に

おける古文の学習を通じて習得しているかを確認しています。 

 

  



出題の意図 

 

試験日 2026年 2月 11日 

教科・科目名 国語 

 

一 大問一では、大学の授業で必要な専門的な論文を理解するための現代文の国語力

が備わっているかを確認するため、3,000 字程度の長文問題を出題しています。

各問は、大学在学時代にレポート・論文を作成するために必要な資料を解読する

力や基礎的な漢字の知識があることを確認する目的でこの設問を設定していま

す。 

二 大問二では、各学部・学科の専門科目やその他の場面において古典に関わる文献

を使用した学習を行う可能性があるため、古典文献の基礎的な読解力が備わって

いるかを確認する目的で出題しています。具体的には、基礎的な読解力を高校に

おける古文の学習を通じて習得しているかを確認しています。 

 


